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〔ダンプ労働者・建設労働者等の労働条件改善にむけて〕   

   

   

 

   

 

  

       

 

  

 

  

  

 

   

    

      

 

  

 

 

    

 

  

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

八
面
六
臂
（
は
ち
め
ん
ろ
っ
ぴ
） 

早
い
も
の
で
す
。
年
が
明
け
て
か
ら
二
ヶ

月
▼
今
年
は
、
十
二
支
で
言
え
ば
卯
年
で
、

十
二
支
十
干
で
言
え
ば
癸
卯
（
み
ず
の
と
う
）

で
す
。
陰
陽
五
行
思
想
に
よ
れ
ば
、
干
支
４

番
目
で
あ
る
卯
は
、「
木
の
陰
」
で
季
節
は
春
。

木
は
天
に
向
か
っ
て
伸
び
る
樹
木
の
ご
と
く

成
長
を
表
し
、
陰
は
、
優
し
く
穏
や
か
な
性

質
を
表
し
ま
す
。
癸
は
、
十
干
の
最
後
、
１

０
番
目
で
「
水
の
陰
」
と
な
り
ま
す
。
水
は
、

流
れ
る
場
所
に
よ
っ
て
形
を
変
え
る
よ
う

に
、
柔
軟
で
大
ら
か
、
ま
た
。
陰
で
す
の
で

雨
水
な
ど
静
か
に
潤
い
を
与
え
る
水
を
表
し

ま
す
。
癸
の
「
水
」
は
卯
の
「
木
」
を
育
て

る
、
相
生
の
関
係
で
す
。
▼
こ
こ
数
年
コ
ロ

ナ
禍
で
感
染
拡
大
が
私
た
ち
の
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
、
廃
業
や
引
き
続
き
休
業
な

ど
余
儀
さ
れ
た
方
も
多
く
い
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
一
方
で
だ
ん
だ
ん
と
感
染
状

況
が
好
転
し
、
コ
ロ
ナ
か
ら
の
回
復
の
兆
し

が
見
え
始
め
て
来
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

は
未
だ
収
ま
っ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
人
も

経
済
も
動
き
出
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
水
を

得
て
木
が
育
つ
よ
う
に
、
新
た
に
始
め
た
こ

と
が
成
長
す
る
年
に
な
る
と
よ
い
で
す
ね
。

▼
今
年
は
卯
年
。
ウ
サ
ギ
は
穏
や
か
で
温
厚

な
性
質
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
家
内
安
全
」
、

そ
の
跳
躍
す
る
姿
か
ら
「
飛
躍
」
、
「
向
上
」

を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
他
に
も
「
植
物
の
成
長
」
と
い
う
意

味
も
あ
り
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
の
に

最
適
な
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
脱

兎
の
よ
う
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
景
気
が
回
復

す
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
▼

最
後
に
、
ウ
み
の
よ
う
に
深
く
広
く
・
サ
ば

く
の
よ
う
に
果
て
し
な
く
・
ギ
ら
ぎ
ら
と
星

の
よ
う
に
輝
く
一
年
に
し
ま
せ
ん
か
。 （

正
） 
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2023 年春闘が始まりました。秋田運送支部は、2 月 16 日に

要求書を提出しました。内容は、日給月給制・出来高制の基本

給を月額 36,000円引き上げること、最低保証を見直すこと、出

来高制の社員に通勤手当を支給すること、荷主に対して積極的

な運賃の値上げ交渉を行うことなどの統一要求と、職場（秋田

港、セメント、秋操、仙台）要求です。１回目の団体交渉を 3

月 1日におこない、2回目を 10日に行う予定です。 

上の写真は 2月 25日、くらしと労働会館で開催された県労連

の「組織拡大全県交流集会」。各地、各組合の組織拡大の経験を

学びました。 

 

 

 

 

 

 

と き 4月 ９日（日） 

ところ 秋田市向浜の物揚場 （予定、下の地図） 

 

 第 24回トラックダンプデモ（4年ぶり）を実施します。 

◆集会は 10時開会、デモ出発は 10時 30分です。 

※車両の物揚場集合は 9時、横断幕などの準備をします。 

●ダンプ 10台、トラック 10台以上を目標にとりくみます。 

より多くの組合員の皆さんの参加を！ 

賃金、運賃・単価引き上げ、労働条件改善、憲法改悪反対、

インボイス導入反対、消費税減税実現、大軍拡反対などの要求

を持ち寄り、県民にアピールします。 

※お昼の弁当を用意します。 

◆デモコース  

 向浜物揚場⇒蛭根交差点右折 

⇒臨海十字路左折⇒山王大通り 

⇒竿灯大通り⇒中央通り⇒秋田 

駅前⇒広小路⇒竿灯大通り⇒山 

王大通り⇒臨海十字路右折⇒蛭 

根交差点左折⇒向浜物揚場  

 

  

 

 
 



 

 

 

  

  

  

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

   

  

   

  

 

 

 

  

 

   

  

 

 

 

  

   

  

  

マイナーな 

【前回の答え】 雪景色（ユキゲシキ） 

 応募者 3名、正解者 3名でした。 

個人加盟の笹耕市さん（75歳）に 1,000円の図書カードを送

ります。答えをハガキかファックス、メールで送ってください。

正解者の中から 1 名の方に 1,000 円の図書カードを贈ります。

その際、住所・氏名・年齢（さしつかえなければ）・支部・分会名を

忘れずに書いてください。初めての方の投稿大歓迎。 

応募のしめ切り⇒3月 25日の消印まで有効。発表は次号で。 

ヒント→〇〇〇ボ〇〇…晴れの日は気持ちがいい 

余白に意見や組合への要望などを必ず書き添えてください。 

とく名、ペンネーム可。 

仲間の皆さん、ふるって応募を！ 
 

《あて先》〒010-0976 秋田市八橋南 1丁目 2番 29号 

               Fax.018-823-7751     

建交労秋田県本部「なかま」クイズ係 
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カギを解き、二重枠に入る文字

を並べてできる言葉は何ですか。 

【タテのカギ】①――中傷に苦し

む ②大雪で交通機関が――す

る ③前進の対 ④批判を受け

――を正す ⑥――せぬ出来事 

⑧絶好の――到来 ⑪ナス科の

落葉低木。薬効があり実は薬用酒

にされてきた ⑬長男ではなく

て ⑭我が世の―― ⑮♪――

の絡まるチャペル 

【ヨコのカギ】 

①日中 ③鶴の一―― ⑤うらおもて ⑦福は――！ ⑨磁石が

指す方向 ⑩いつも損な――回り ⑫施設の――管理費 ⑭権力

に抵抗する気骨 ⑯居――を使う ⑰街。ベッド―― 

 

2023年 3月 6日 

日 

 

 

 

 

  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

大軍拡やめて暮らし応援を 戦争国家づくりで不安増すばかり 
 岸田政権は、5年間で総額 43兆円の大軍拡は早々に勝手に決めるのに、物価高騰対策や「異次元」の少子化

対策は後回し。戦争国家づくりは国民を不安にさせるばかり。「大軍拡やめて暮らし応援を」の声を広げたい。 

 

危険すぎる「敵基地攻撃能力」米国の戦争で日本が攻撃対象に 

 国民や国会に事前に一切内容を示さず「安保 3文書」は閣議決定された。23年 1月に訪米した首相はバイデ

ン大統領に安保３文書について報告。日本国民より「アメリカへの土産」を優先して、戦後日本の安全保障政
策の大転換を強行した。岸田首相が宣言した敵基地攻撃能力（反撃能力）の保有は、明白な憲法違反。歴代政

権は、他国に攻撃的な脅威を与える兵器を持つことは憲法の趣旨ではないとの立場だった。敵基地攻撃能力は

集団的自衛権としても行使できるとされ、日本が攻撃されていなくても、米国が戦争を始めれば日本が他国に

ミサイルを撃ち込むことが可能になる。これでは日本が攻撃の標的にされてしまう。安保 3文書は国内総生産

（ＧＤＰ）比 2％以上の軍事費を掲げる。これにより日本は米国、中国に次ぐ世界 3位の軍事大国になる。 

 23年度予算案は、大軍拡を具体化する最初の予算。さっそく長射程のトマホーク・ミサイルなどを大量購入。

24年度以降の軍拡を先取りする「防衛力強化資金」（約 3.4兆円）も含めると、総額 10兆円を超える。 

 大軍拡を中止すれば、防衛増税や国債発行といった「財源さがし」も必要なくなる。 

 

内部留保への課税で賃上げ・最賃一律 1,500円実現を 

 岸田首相は「物価上昇を超える賃上げが必要」と言うが、経済界にお願いする 

だけだ。500兆円超に膨れ上がる大企業の内部留保に短期間、適正に課税すれば、 

大企業の賃上げも、中小企業の賃上げ支援も実現できる。最低賃金の時給 1,500 

円への引き上げも可能になる。 

しかし、財務省は国会で内部留保への課税は「二重課税」だとして拒否。政府は、23

年度の公的年金を実質 0.6％削減する方針。年金も物価上昇を超えるよう引き上げるべ

きだ。 

           賃金、年金が物価上昇を超えて上がれば、経済波及効果も大きい。さらに物価対策と

して、消費税を減税し、インボイス制度導入を中止すれば、すべての人が恩恵を受ける

ので経済効果は高い。 

 

１
月
２
７
日
午
前
３
時
３
８
分
「
さ

よ
な
ら
」
も
言
わ
ず
、
突
然
妻
は
旅
立

ち
ま
し
た
。
膵
臓
癌
の
末
期
だ
と
医
師

に
宣
告
さ
れ
、
福
岡
県
田
川
病
院
に
入

院
し
た
の
が
１
月
１
８
日
で
、
わ
ず
か

１
０
日
間
の
入
院
期
間
で
し
た
。
妻
は

昏
睡
状
態
に
入
る
前
に
残
し
た
言
葉

は
、
た
だ
一
言
「
お
父
さ
ん
」
で
し
た
。

妻
は
最
初
に
私
に
何
を
訴
え
よ
う
と
し

た
の
か
、
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
、
私

は
真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
。 

多
分
残
さ
れ
た
者
た
ち
の
行
く
末
に

つ
い
て
心
配
し
、
大
き
く
戦
争
の
方
向

に
舵
を
切
ろ
う
と
し
て
い
る
世
の
中
に

「
お
父
さ
ん
」
は
決
し
て
負
け
る
な
。

平
和
を
守
り
抜
け
。
闘
え
と
妻
は
云
っ

た
と
、
今
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。 

私
に
は
仲
間
が
い
ま
す
。
仲
間
た
ち

と
と
も
に
生
き
て
い
る
限
り
闘
い
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 

田
川
支
部 

原
田
節
生 

８
８
歳 

 

 

  
 

ひ
な
ま
つ
り 

 

五
月
ま
で
待
っ
て
お
れ
ず 

 

武
者
人
形
も
飾
り
ま
し
た 

…
…

岸
田
首
相
家 

 

 

 

先
月
の
仲
間
の
声
。
ゆ
き
ち
ゃ
ん
の

値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
に
対
す
る
投
稿
。「
い

ち
い
ち
報
道
し
な
く
て
も
よ
い
」
と
い

う
コ
メ
ン
ト
に
笑
っ
た
。
脱
力
す
る
よ

う
な
笑
い
で
も
あ
っ
た
。
電
気
料
金
も

３
割
か
ら
４
割
の
大
幅
上
げ
。
河
野
大

臣
が
電
力
各
社
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
た

と
言
う
が
何
や
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
臭

い
。
河
野
奉
行
と
豪
商
の
裏
取
引
～ 

台
本
が
出
来
て
い
て
電
力
各
社
は
若
干

値
上
げ
幅
を
抑
え
て
一
件
落
着
と
な
る

の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
妙
な
臭
い
が
す
る
。「
電
気
代

を
上
げ
な
い
た
め
に
は
原
発
の
稼
働
も

仕
方
な
い
よ
ね
」
と
国
民
を
誘
導
し
て

い
る
よ
う
な
臭
い
が
漂
う
。
ト
ル
コ
の

大
地
震
が
原
発
直
下
で
発
生
し
た
ら
ど

う
な
る
の
か
？
原
発
は
果
た
し
て
耐
え

ら
れ
る
の
か
。
喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
を

忘
れ
、
と
い
う
け
れ
ど
三
陸
沖
大
地
震

は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
教
訓
の
は
ず
だ 

し
、
ま
だ
記
憶
に
生
々
し
い
。
し
か
し
電

力
豪
商
の
旦
那
た
ち
は
と
っ
く
に
忘
れ

た
ら
し
い
。 

個
人
加
盟 

 

笹 

耕
市 

７
５
歳 

 

昨
日
か
ら
今
日
２
月
１
０
日
は
東
京

を
含
む
関
東
な
ど
で
大
雪
な
ど
と
ニ
ュ

ー
ス
で
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
寒
い
日
は
続
き
ま
す
が
、
明
け
な
い

夜
は
無
い
し
、
春
が
来
な
い
冬
も
無
い

の
だ
か
ら
、
も
う
少
し
我
慢
辛
抱
し
て

冬
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。 

東
北
ダ
ン
プ
支
部
秋
田
ダ
ン
プ
分
会 

 
 

 
 

 
 
 
 

佐
藤
正
樹 

６
０
歳 

 

 

 


